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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

女性教員のライフコースー結婚・出産行動を中心にー

○大塚　洋子　（福島大）

【目的】女性教員のフルタイム継続就業が結婚. 出産行動に及ぼす影響をライフコースの

視点から検討する。

【分析対象】岩手・新潟・神奈川・愛知・兵庫・福岡各県在勤の公立小・中学校の女性教
員のうち結婚経験をもつ子供のいる1933年4川 日から1934 年3月31日生まれ48!名と1938 年

4川 日から1939年3月3日｣化まれ2-18名に対する郵送調査の結果。および厚生省第9 次出産

力調査から得られた1938年度生まれの有配偶の子供をもつ女性304名である。

【結果】①女性教員では1938年度出生コーホートの方が、結婚、第！子出産、末子出産の

縄験年齢がl?33年度出生コーホートより遅い。
②女性教員の完結出生児数は、1938年度出生コーホートの方が少ない。

(3)1938年度出生コーホートにおいて一般女性と比較すると、女性教員の方が、結婚、第１

干出産、末子出産のタイミングが遅い。

④I938 年度出生コーホートにおいて一一般女性と比較すると、女性教員の方が鮎婚から末了

出産までの期間が長い傾向が見られる。
⑤女性教員1938 年出生コーホートを､1959-1964 年結婚コーホートと1965-1970 年結婚コー

ホートで比較すると、1965-1970 年結婚コーホートの方が出産期間が短い傾向が見られる。

⑥1959-1964 年結婚コーホートの女性教員を出生年度で比較すると、1938年度出生コーホ

ートの方が末了出産までの期lltlが短い傾向が見られる。

2  Pa －3 家 族 意 識 の 形 成 に 関 す る 研 究 （ 第 １ 報 ）

一夫婦別姓に対する態度形成に関連する要因について一

聖霊女子短大　○佐々木久長　　佐藤了子

【目的】夫婦別姓に対して賛成している人と反対している人との違いはどこにあるのだろ

うか。本研究では、家族や社会保障、そして性格特性などに関するいくつかの質問を通し

て、両群の意識の違いを調べることを目的として行った。

【方法】夫婦別昨への意見と改姓の希望から、賛成群（28 名）と反対群（46名）を設定し

た。そして「夫婦別姓が与える影響」「家族に対する意見」「老後の生活」「社会保障制

度」「社会指向性・個人指向性」などを独立変数として判別分析を行い、夫婦別姓に対す

る意見形成に影響する要因を求めた。対象は短大生の娘を持つ母親138名である。

【結果】判別に寄与する要因として、別姓による家族関係や女性の自立への影響、老後の

生活に対する考え、そして社会指向性が抽出された。夫婦別姓賛成群は、夫婦別姓になっ

ても家族や夫婦関係は変わらず（悪くはならない）、現在の家族制度を否定的に捉え（女

性の自立にとってマイナスで女性が犠牲になっている）、老後は一人又は施設で暮らすつ

もりでいる（子供とは一緒に暮らさない）ということがわかった。また、別姓反対群は社

会指向性が高い（他者との関係を重視し、自分が役に立つ存在でありたいと思う）反面、

「自分が何をやりたいのかわからない」という項目が別姓賛成群よりも高かった。

77


